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まえがき 

 この論文では、労働生産性を中心に、日本の労働環境の改善点について、海外

の例も参考にしながら論じ、生産性向上と労働環境の両立の観点から、どのよう

な職場になれば労働者が自然とモチベーションを上げられる職場になるかにつ

いて考える。 
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1. 労働生産性の定義 

 労働生産性はさまざまな定義がある。ここでは二つを紹介し、(2)を採用する。 

(1) wikipedia 

まず、wikipedia を引用する［1］。 

生産性（せいさんせい、Productivity）とは、経済学で生産活動に対する生

産要素（労働・資本など）の寄与度、あるいは、資源から付加価値を産み出す

際の効率の程度のことを指す。 

(2) 伊賀泰代氏著作の書籍より引用［10］ 

労働生産性について論じている伊賀［10］によれば、生産性とは、得られた

成果に対して、それを投入した資源で割ったもの、つまり、アウトプット÷イ

ンプットであると定義している［10］。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

得られた成果 アウトプット

投入した資源 インプット
生産性 ＝ ＝
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2. 生産性の向上 

2.1. 生産性の向上とは？ 

生産性を向上させるには、成果を増やしていくか、または投入する資源を減ら

せばよい［10］。 

 

2.2. 生産性向上の重要性 

 生産性の向上が行われなければ、企業は少ない資金での短期的な会社のやり

くりを迫られるから、成果を増やし企業の余裕を作ることが重要だ。 

 

2.3. 生産性向上へのアプローチ 

 生産性向上へのアプローチとして 4種類が挙げられる［10］。 

(1)販売手法の工夫、作業手順の変更など(改善による成果拡大) 

(2)コスト削減(改善による投入資源削減) 

(3)画期的な商品設計、斬新なビジネスモデル(革新による成果拡大) 

(4)ビジネスプロセスの再構築、国際分業など(革新による投入資源削減) 
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3. 日本の労働環境 

日本で労働生産性が低い原因として、次の例が挙げられる[3]。 

日本の労働環境の短所 

・形骸化した労働基準法 

・残業ありきの仕事量 

・管理者が効率を求めようとしない 

・縦社会の非効率性 

・お役所化 etc 
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4. 海外の労働環境 

欧米諸国の労働環境に目を向けると、次の例が挙げられる。 

・有休取得率 100％と休暇を大切にする仕事の仕方(ドイツ)［4］  

・1日の労働時間にシビアで、効率を求めない社員も経営者も無能と言われる。 

(ドイツ)［4］ 

・週 35時間の労働時間や１か月の有給。(フランス)［7］ 

・どのくらい働くか自分で決められる一方で、限られた時間で仕事の成果を出

さなくてはならないプレッシャー(デンマーク)［11］ 
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5. 日本と海外の労働環境の差 

ここで、日本と海外の労働環境の差について整理する[5]。 
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6. 生産性の向上に必要なもの 

生産性の向上には、仕事が早く終わり、かつ社員のモチベーションが高いこと

が必要だ。 

(1) 生産性が上げるには、仕事が早く終わればよい。 

(2) 生産性を上げるには、社員のモチベーションを上げればよい。 

これらから、生産性の向上に取り組むには、作業の生産性向上と、モチベーシ

ョンの向上が同時に達成されなければならない。 

 

主に経営者に求められる労働環境改善のための意識としては、次のものが考

えられる。 

•経営リーダーが効率性重視にもっと意識を持つこと 

•時間より成果主義の制度づくり［5］ 

•制度づくりについて難しいものだと考えず、簡単でかならず役に立つもので

あると意識を転換すること［5］ 

•さらに欧州の労務状況に学んで適正な労働環境の確保をし、働きがいのある

社会の実現が大事［7］ 

•労働時間を縛るだけでは仕事量が増えるだけ！ 仕事密度が上がらないよう

対策［8］   
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7. 生産性と労働環境の関係 

 労働生産性を考えるうえで労働環境は重要だ。 
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8．日本の労働環境の改善と生産性向上の両立 

労働環境か整い、職場で労働者がした成果に見合う賃金が提示され、モチベー

ションが上がれば、それは労働生産性の向上に労働者自身も納得し、生産性向上

に自然とつながっていくことだろう。［5］ 

                                                                                                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. まとめ 
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労働生産性を上げるためには、欧州のよいところを取り入れ、労働環境を改善

して、労働生産性向上に自然とつながる職場づくりが大事だ。 
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